
進路だより  

 いよいよ私立入試がスタートします！  

いよいよ１月２２日（月）から私立高校の入試が始まります。１月１７日（水）、学年集会形式で「受験直前・

当日の注意」についてお話させていただきました。特に大事な所を再確認させていただきます。 

 

入試前日の心得 

◎中学校から持ち帰るものを忘れずに！！  

上履き、コンパス、筆記用具、その他、自分でよく考えて、持ち帰り忘れのないように！ 

 

◎中学校から帰ったらすぐ持ち物を点検し、中学校に置き忘れた物がないかチェックする 

 （もし学校に置き忘れたものがあったら、早めの時間帯なら電話してから取りに行くことが可能。） 

 

入試当日の朝 

◎ゆとりを持って起きる 

  ・頭が活発に働くのは起きてから３時間後（１教科目開始３時間前には起床）。 

・朝起きたらすぐ、鉄道の運行状況を調べましょう！ 

 ・会場へもゆとりを持って到着できるよう、早めに家を出発しましょう。 

  

◎早めに会場に到着できるよう、早めに家を出発しよう！ 

・「先んずれば人を制す」です。 

・高校の最寄駅など、高校まであと歩いて２０分くらいのところまで１時間くらい早めに行って、 

暖かい場所で少し待機してから ３０分前に高校に着くのも良い方法かもしれません。 

 

 

受験校に行くまで 

 ・受験校には余裕を持って、早めに到着するようにする。（３０分～１時間前が目安） 

 ・友人と待ち合わせをして行くのはかまわないが、集合場所、集合時刻に遅れた者については、 

   来るまで待たずに先に出発すること。（双方が遅刻するのを防ぐため！）（厳守すること！） 

   友達に頼らず、自分一人でも試験会場に到着できるようしっかり準備しておくこと（自己責任） 

・遅れた人は車で行ってしまうかもしれません。絶対に待たないこと。（待たないのも友情） 

・ここまで書いても遅れた友達を待ってしまいそうな人は、最初から誰とも待ち合わせしないで 

 一人で行くこと 
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最重要 



「公立高校願書」の記入をお願いします！  

１月１７日（水）に公立高校の願書の下書きをしました。その後、念入りにチェックし直した下書きを 

１月１８日（木）に生徒に渡してあります。生徒（志願者）の部分の清書、及び、保護者欄の記入はご家庭 

でお願いいたします。 

 

公立高校の願書はわかりにくい所が多いので、下書きを返却した時の封筒の中に、保護者の方向けのプリン 

トを入れておきました。よく読んでからご記入をお願いします。特に「保護者の方の現住所」は 

「本人と同一」と書くように県教委から指示が出ていますので、そのようにお願いします。 

 

 また、志願者の部分は空欄になるところが多いです。教員側が念入りにチェックしておりますので 

保護者の方が志願者の欄に書き入れる必要はありません。一部説明させていただきます。 

 

志願者の電話番号 「志願者欄の電話番号は、令和６年３月卒業見込の者は記入しません」 

→記入してはいけません（もし記入してしまったら書き直しです） 

 

＊の勤務先名  「＊欄は、定時制の志願者のみが記入します。勤務先が未定のときは「未定」 

           と記入します。」 

            全日制の場合→何も記入しません。 

            定時制の場合→「未定」と記入します。 

 

＊の所在地・電話  何も記入しません。 

 

 

 私立入試と重なってしまい恐縮ですが、合間を縫って進めていただき、なるべく１月２５日（木）、遅くとも 

１月２９日（月）には担任に提出してください。もう一度教員側でチェックし、合格なら１月３１日（水） 

に納付書や切手を貼って、中学校からまとめて郵送出願します。 

 

 １月２９日（月）の締め切りに間に合わないと、２月８日（木）に生徒が個人で高校まで持参して出願に 

なりますのでご了承ください。 

 

 また、願書の裏に貼る「納付書兼領収書」（進路だより９号参照）と、受検票に貼る「切手」（進路だよ 

り１０号参照）も、すでにほとんどのご家庭で提出していただきありがとうございました。まだのご家庭に 

関しては、なるべくなら１月２２日（月）、遅くとも１月２６日（金）、どうしても無理な場合は１月２９日（月） 

までに担任へご提出ください。こちらも間に合わなければ、２月８日（木）に生徒が個人で高校まで持参して 

出願になりますのでご了承ください。（ただし持参の場合は、切手は必要ありません。） 

 

 私立、公立ともに手続き等忙しくたいへんですが、どうぞよろしくお願いいたします。 


